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東日本大震災発生から約1年2か月を迎えた5月19日、成田市保健福祉館多目的ホールにて「災害ボランティ

ア振り返り会」が開催されました。

本会講演「被災地で求められているボランティア」に講師として「遠野まごころネット」の副理事長、

臼澤良一氏を遠く岩手よりお招きしました。自身が被災された経験談から現在の活動について、被災地の

未来についてなど、心打たれるお話を聞くことができました。「ボランティアではなく“フロンティア”

に！多くの人々の開拓者精神で被災者の自立を支援しよう！」の言葉を最後に講演は締めくくられました。

時の経過とともに、被災地の状況は変わってきています。しかし、まだまだニーズはあるそうです。現地

の被災者の声に耳を傾け、調査することが大切だとのことでした。

大震災発生直後より現在まで、成田市からの個人・企業による被災地へのボランティア参加者は約350名

にものぼります。 グループディスカッションでは、様々な被災地に向かい多種多様な支援活動の経験をも

とに、それぞれが感じた事、気づいた事、難しかった事などを、熱く語り合いました。

発表の場では、現地でのニーズの変化、情報不足や活動をする上での戸惑いなど問題点も語られ、今後

の行政・ボランティアセンター・企業などの支援体制の確立の重要さを再認識することができました。参

加者からは同じ災害ボランティアでありながらも改めて気づいた事も多く、とても有意義な時間を過ごせ

たとの意見が聞かれました。

活動後にこういった情報交換の場があり、支援者が気持ちを伝え合うことは、とても大事なことです。

風化させない。無関心にならない。成田市ボランティアセンターはこれからも被災者 とボラン

ティアの架け橋として存在していきたいと思っています。

「被災地で求められているボランティア」～災害ボランティア活動の現状とこれから～

ボランティアセンターでは災害ボランティア保険の加入手続きを行っております



今年もうっとうしい梅雨がやってまいりました。じめじめしたこの時期をどう乗り越えて

いますか？今の旬「あじさい」を見て気分転換はいかがでしょう。「あじさい」は成田市の花です。市制

施行40周年を記念して平成6年4月、誰もが親しみやすく栽培しやすい成田市のシンボルとなる花に「あじ

さい」を設定したそうです。豆知識でした。

編集後記

お知らせ

☆今後の講座予定
障がい者支援ボランティア養成講座・子育て支援ボランティア養成講座・ボラン
ティア養成講座入門編を開催する予定です。成田市広報・回覧板・ボランティアセ
ンターにてお知らせします。皆さんの参加お待ちしております。

申し込み・問い合わせ
ボランティアセンター
0476-27-8010

（平日午前10時～午後4時）

日 時 ：平成24年8月8日（水）

午後1時30分～午後3時30分

場 所 ：成田市保健福祉館 多目的ホール

講 師 ：社会福祉法人 日本介助犬協会

定 員 ：３０名（小学生以上）先着順

対 象：成田市在住の方優先

参加費：無料

申込期間：７月2日（月）～25日（水）

☆日本介助犬協会のスタッフのお話、介助犬の実演を予定しています。

☆小学生以上なら、どなたでも参加できす。 親子での参加も歓迎！

～介助犬って知っていますか？～

体の不自由な人を助ける介助犬について

学んでみよう！


